

















































第 1 章では，研究背景と目的，研究課題と研究方法，先行研究について述べた。 






































第 4 章で研究課題 3 を明らかにした。曝書の効果を明らかにするため二つの調
査を行った。第一に，前章で使用した 4 つの試料に対し，曝書の有無を想定した空
気に曝される状態が異なる 2 つの環境条件，すなわち通風状態とビンに封入した













第 5 章では研究課題 4 を明らかにした。竹紙の酸性劣化の抑制に対する曝書の
最適な処理条件を明らかにするため，二つの調査を行った。第一に，竹紙の冊子体
に対して温度 105℃,72 時間の加熱処理を行い，pH 値を低下させた後，曝書を行
い，pH 値上昇効果を検証した。第二に，筑波大学附属図書館に所蔵されている「漢













送風を行うことは pH 値を早く上昇させる効果が認められた。 
筑波大学附属図書館に所蔵されている実際の「漢籍」に対しては，30 時間の曝
書を試みた結果，曝書を始めて 6 時間辺りまでは pH 値は上昇するが，その後はゆ
っくりと上昇していく傾向が見られた。また，送風の効果を検証するため 1 冊の
「漢籍」に対しては，曝書開始後 24 時間経過後にそのまま送風を 6 時間施したと












実施時間を決める目安となるものは pH 値であることを述べ，一ヶ所でも pH5.0 未
満の部位がある「漢籍」であれば，曝書を行うことを推奨した。しかし，実際の図
書館において，この最適条件をもとに曝書を実施することは難しいため，対象資料
を限定せず，すべての「漢籍」に対して行うこと，曝書時間は 24 時間以上行うこ
とが望ましいが，就業時間内の 6 時間でも十分であること，実施時期は各館の蔵
書冊数に応じて計画を立てることなどの実践に即した代替案も提示した。 
 
